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知っておきたい季節の花②[ハコベ] 学名 Stellariamedia (ナデシコ科)

この植物は「春の七草」のひとつで、ハコベラの名前で出てきます。道端や畑など人の住んでいる近くには

必す見られる人里草で、ヒヨコクサと呼ばれ親しまれています。年中見られますが、大洲あたりでは 3月ごろ

から 5 月ごろまでが最盛期で、その後はそれほど目立たなくなります。花の直径は約 6~7mmで、よく見ると

茎や花の柄などの片側だけに柔らかい毛がはえています。花びらは 5枚ですが、深く切れこんでいるので10枚

あるように見えます。また花が終わり、種が未熟の聞は花の柄が下がっていますが、熟するとしっかりと上に

向く性質があります。ニワトリや小鳥の餌などにしますが、う十の異やおひたしにして食べることができ、絞っ

た汁から作ったゼリーなどは緑が生きてなかなかのものです。

3月7日撮影(写真・解説大洲市立博物館長土居泰正)

今月号のみどころ 今月の納税は 市民の動き

0大洲拠点地区
平成10年1月30日現在

企業立地はじまる/...・ H ・..p2 ~ 3 
国民健康保険税

人口 39，331人 (+ 8) 

0晴れやかに新成人452人...・ H ・..… P4 男 18，750人 (-7) 

0おすみですか?税の申告...・ H ・..… P5 6 期
女

03月・ 4月は異動シーズン・ H ・H ・..p6 
20，581人 ( +15) 

o肱川激特事業の現場にょうこそ… P7 世帯数 14，097世帯 (十 4) 

o軽自動車などの廃車手続き...・ H ・..P 7 納期は 3月31日です 面 積 240.99平方キロメートル
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， 企業立地はじまる

大

洲

拠

点

都

市

地

域

は

、

平

成

五

年

に

国

の

指

定

を

受

け

、

開

発

促

進

の

準

備

を

進

め

て

き

ま

し

た

。

平

成

九

年

一

月

三

十

一

日

に

拠

点

地

区

内

の

四

五

・

八

ヘ

ク

タ

ー

ル

が

用

途

地

域

に

編

入

さ

れ

た

こ

と

に

よ

り

、

本

格

的

に

都

市

的

開

発

が

可

能

と

な

り

、

大

型

商

業

施

設

な

ど

の

進

出

が

は

じ

ま

り

ま

し

た

。

大

洲

市

で

も

、

そ

の

進

捗

に

遅

れ

る

こ

と

な

く

、

こ

の

エ

リ

ア

の

イ

ン

フ

ラ

(

都

市

的

基

盤

施

設

)

整

備

を

推

進

し

て

い

ま

す

。

大
洲
拠
点
地
区
は
、
平
戒
十
二
年

度
に
開
通
が
予
定
さ
れ
て
い
る
四
国

縦
断
自
動
車
道
・
大
洲
イ
ン
タ
ー
チェ

ン
ジ
付
近
か
ら
国
道
五
六
号
沿
線
を

中
心
と
し
た
約
一

O
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
地
区
で
す
。
拠
点
地
区
は
、
住
宅

ゾ
l
ン
、
工
業
活
性
化
ゾ
l
ン
①
・

②
、
流
通
業
務
ゾ
l
ン
、
農
業
流
通

業
務
ゾ
l
ン
に
区
分
し
、
現
在
、
順

調
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

進
捗
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

イ
ン
フ
ラ
(
都
市
的
基
盤
施
設
)
関
係

V
J
A
の
立
地
に
合
わ
せ
て
、
市
道

東
大
洲
一
四
号
線
(
延
長
五
百
十

八・

O
m
、
幅
員
九
・

O
m
)
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

V
市
道
東
大
洲
二
六
号
線
ト
リ
ガ
ー

ロ
ー
ド
(
延
長
七
百
二
十
七
・
四

m
、

幅
員
八
・

O
m
)
を
平
成
九
年
か
ら

平
成
十
一
年
の
=
百
年
で
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
道
路
は
工

業
活
性
化
ゾ
l
ン
の
交
通
の
流
れ

を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、
国
道
に
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平
行
し
て
整
備
す
る
道
路
で
す
o

v
開
発
が
進
行
し
て
い
る
エ
リ
ア
に

上
水
道
の
給
水
管
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
拠
点
地
区
な
ど
の

水
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

九
年
度
よ
り
五
カ
年
で
五
郎
地
区

に
お
い
て
約
七
千
3m
が
取
水
で
き

る
井
戸
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
二
年
に
は
、
一
部

通
水
で
き
る
見
通
し
で
す
。

企

業

の

進

出

関

係

V
既
に
開
業
し
て
い
る
も
の

・
地
場
農
産
物
販
売
場

.
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
l

.
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

V
間
も
な
く
オ
ー
プ
ン
す
る
も
の

-
J
A
大
洲
営
農
生
活
総
合
セ
ン

タ
ー

(
オ
ズ
メ
ッ
セ
紅
)
/
三

月
中
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
。
敷

地
面
積
四
万
八
千
2m
と
拠
点
地

区
内
で
も
最
大
規
模
の
施
設
。

生
活
便
利
館
ゾ
l
ン
・
園
芸
農

用
資
材
供
給
セ
ン
タ
ー
ゾ
l
ン・

カ
ル
チ
ャ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ゾ
l
ン
の
三
つ
の
核
か
ら
な
り
、

農
協
運
営
で
は
中
四
国
最
大
級

の
規
模
。

V
工
事
に
着
手
し
て
い
る
も
の

-
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

・
地
ビ

l
ル
工
房

※
企
業
の
進
出
状
況
は
、
一
月
三
十

一
日
現
在
の
も
の
で
す
。
掲
載
以

外
に
も
、
既
に
出
庖
計
画
概
要
届

を
提
出
し
て
い
る
企
業
、
予
定
し

て
い
る
企
業
が
あ
り
ま
す
。
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国道56号

松山 →
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/

/

大
洲
道
路

大洲拠点地区企業立地状況図

在
宅
福
祉
の
拠
点
施
設
と
し
て
拠
点
地
区
内
に
建
設
中
の
大
洲
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
九
年
十
二
月
に
着
工
し
、
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
「
受
流
」
「
情
報
」「
研
究

・
学
習
」
「
援

護

・
自
立
」
を
施
設
機
能
の
柱
と
し
て
、
高
齢
者
福
祉
、
地
域
福
祉
、

障
害
者
福
祉
の
活
動
拠
点
と
す
る
ほ
か
、
多
世
代
の
突
流
の
場
と
な

る
総
合
的
な
拠
点
施
設
で
す
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
概
要

{
構
造
浸
び
面
積
}

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
四
階
建
て

・
敷
地
面
積

約
八
千
三
百
2m

-
延
床
面
積
約
四
千
三
百
八
十
2m

{
主
な
施
設
内
容
}

V

一
階

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー、

ヘ
ル
パ

l
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
相
談

室
、
会
議
室
、
男
女
浴
室
な
ど

V
二
階

調
理
実
習
室
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー

ム
、
福
祉
団
体
室
、
研
修
室
な
ど

V
三
階

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

心
身
障
害

児
通
園
事
業

「
愛
育
ホ
l
ム」

な

と
V
四
階

多
目
的
ホ
l
ル

(
最
大
約
四
百
人

収
容
可
能
)
、
会
議
室
な
ど

V
多
目
的
広
場

ゲ
l
ト
ボ
l
ル
場
の
ほ
か
、
多
目

的
に
利
用
で
き
る
広
場

※
全
館
を
通
じ
て
段
差
を
な
く
し
、

案
内
図
や
室
名
な
ど
は
点
字
表
示
、

ト
イ
レ
・

浴
室
に
ナ
l
ス
コ

ー
ル
を

設
置
し
て
、
お
年
寄
り
ゃ
障
害
者
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
と
な
り

ま
す
。
な
お
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
十
一
年
二
月
末
に
完
成
し
、
四

月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

3 
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452人晴れやかに新成人

一
月
十
五
日
、

大
洲
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
今
年
の
成
人
式
に
は
、

四
百

五
十
二
人
の
該
当
者
の
う
ち
三
百
三
十

五
人
が
出
席
。
華
や
か
な
和
服
姿
や
ス

l

ツ
姿
の
若
者
た
ち
が
、

決
意
を
新
た
に

大
人
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
桝
田
市
長
が
次
の
よ

う
に
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

「
成
人
式
は
人
生
の

一
つ
の
節
目

で
あ
り
、
自
他
共
に
認
識
さ
れ
た
大

人
と
し
て
の
新
し
い
旅
立
ち
の
時
で

も
あ
り
ま
す
。
:
:
:
若
さ
と
は
、
何

物
に
も
代
え
が
た
い
財
産
で
あ
り
、

計
り
知
れ
ぬ
力
を
秘
め
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
時
に
は
、
若
者
の
情
熱
と

あ
ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
が
時
代
の

潮
流
を
動
か
し
、
地
域
や
国
を
前
進

さ
せ
な
が
ら
、
新
時
代
の
幕
を
開
け

て
き
ま
し
た
。
ど
う
か
、
若
者
な
ら

で
は
の
奔
放
さ
を
失
う
こ
と
な
く
、

自
分
と
い
う
存
在
を
し

っ
か
り
と
認

識
し
な
が
ら
、
広
い
視
野
で
物
の
本

質
を
見
据
え
活
動
し
て
い
け
る
「
目
」

「力
」
を
養
っ
て
く
だ
さ
い

。
そ
の

た
め
に
も
、
今
日
か
ら
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
「
夢
」
や
「
個
性
」
を

大
切
に
し
、
長
所
を
伸
ば
し
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
」

こ
れ
に
対
し
て
、
新
成
人
を
代
表

し
て
久
米
地
区
の
岩
田
佳
代
子
さ
ん

が
次
の
よ
う
な
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

「
:
:
:
今
日
ま
で
両
親
や
家
族
、
そ

し
て
地
域
の
人
た
ち
の
温
か
い
目
に

見
守
ら
れ
て
大
洲
の
子
と
し
て
育
て

ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
大
洲
市
民
と
し
て
、
先
人
の
方

た
ち
が
残
し
て
こ
ら
れ
た
こ
の
美
し

い
郷
土
を
守
り
な
が
ら
、
更
な
る
地

域
の
発
展
に
わ
ず
か
で
も
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

日
か
ら
私
た
ち
は
大
人
と
な
る
わ
け

で
す
が
、
社
会
を
正
し
く
認
識
し
現

実
を
見
極
め
て
、
自
分
に
課
せ
ら
れ

た
責
任
と
義
務
と
を
き
ち
ん
と
果
た

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
・:」

式
典
で
は
、
成
人
代
表
者
に
記
念

品
・
花
束
な
ど
の
贈
呈
も
行
わ
れ
、

最
後
に
参
加
者
全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
に
分
か
れ
て
記
念
写
真
を
撮

影
し
ま
し
た
。
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新
成
人
が
生
ま
れ
た

昭
和
田
年
度
の
出
来
事

{
大
洲
市
内
}

8
月
お
日

新
谷
中
学
校
に
夜
間
照
明
(
大

洲
市
内
で
最
初
)

日
月
6
日

大
洲
市
、
地
方
自
治
初
周
年
記

念
自
治
大
臣
表
彰
に
輝
く

ロ
月
1
日

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
開
所

3
月
お
日

三
善
公
民
館
落
成

{
圏
内
}

V
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
設
置
V
ロ
ッ

キ
ー
ド
事
件
初
公
判
V
王
貞
治
、
通

算
7
5
6
本
塁
打
で
、
世
界
記
録
を

樹
立
(
国
民
栄
誉
賞
第
l
号
)

V
気

象
庁
、
日
本
初
の
静
止
気
象
衛
星
ひ

ま
わ
り
運
用
開
始
V
伊
豆
大
島
近
海

地
震

(
M
7
)

{
社
会
・
話
題
な
ど
}

V
平
均
寿
命
が
女
七
十
七

・
九
五
歳
、

男
も
七
十
二

・
六
九
歳
で
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
を
抜
き
と
も
に
世
界

一
位
V
非

配
偶
者
聞
の
人
工
受
精
実
施
六
百
五

十
人
(
五
十
七
年
以
来
五
千
人
誕
生
)

V
原
宿
に
竹
の
子
族
が
増
加
V
カ
ラ

オ
ケ
ブ
l
ム
(
発
祥
は
大
阪
)

V
テ

レ
ビ
ゲ
l
ム
人
気
V
歌
手
/
ピ
ン
ク

レ
デ
ィ

V
書
籍
/
森
村
誠

一
の
人
間

の
証
明
・
へ
イ
リ
l
の
ル

l
ツ
V
映

画
/
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
・
ロ
ッ

キ
ー
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日袋
一色
Y
X
仰の
定
愛
顧
一あ
り
が
と
恒三ん
ざ
い
ま
一色
合
い

公
共
の
宿
と
し
て
三
十
一
年
間
、
全
国
の
皆
様
に
ご
愛
顧

い
た
だ
き
ま
し
た
国
民
宿
舎
大
洲
臥
龍
苑
を
、
三
月
末
日
を

も
っ
て
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、

ご
宿
泊

・
う
か
い

・
い
も
た
き
な
ど
の
ご
用
命
を
た
ま
わ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3月号

国
民
宿
舎
臥
龍
苑
は
、
昭
和
四
十

一
年
八
月
オ
ー
プ
ン
以
来
、

三
十

一

年
間
、

多
く
の
皆
様
に
宿
泊
・

宴
会

・

う
か

い
・
い
も
た
き
な
ど
に
ご
利
用

い
た
だ
き
営
業
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
目
立

ち
、
ト
イ
レ
・
風
呂
が
共
同
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
も
お
客
様
の
ニ

l
ズ
に

応
え
難
く
、
本
年
二
月
末
に
全
て
の

営
業
を
終
了
し
、

三
月
末
に
は
施
設

を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
ま
で
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
ご

支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
さ
ら

に、

今
後
の
大
洲
市
観
光
事
業
に
も

な
に
と
ぞ
倍
旧
の
ご
支
援
ご
鞭
撞
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

高
速
道
路
が
大
洲
ま
で
延
伸
さ
れ
る

時
期
ま
で
に
、
民
間
主
導
に
よ
る
新

し
い
ホ
テ
ル
の
建
設
計
画
が
あ
り
、

こ
れ
を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
の
施
設
が
完
成
す
る
ま
で

の
当
分
の
問
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ

め
宿
泊
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便

を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
な
に
と

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

商
工
観
光
課
宮
@
2
1
1
1

(内
線
2
2
1
)

戸

お
す

税み
で

のす

申か
at? 
c 

期限は

3月16日

市

県

民

税

市
県
民
税
の
申
告
は
、
皆
さ
ん
の

税
金
を
計
算
す
る
た
め
の
重
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
。
平
成
十
年

一
月

一

日
現
在
大
洲
市
に
住
所
の
あ
る
人
で

申
告
義
務
の
あ
る
人
は
、

三
月
十
六

日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

{
申
告
に
必
要
な
も
の
}

①
所
得
金
額
の
計
算
で
き
る
帳
簿
記

録
な
ど

②
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
「
源
泉
徴

収
票
」

③
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
個

人
年
金
保
険
料
・
損
害
保
険
料
の

領
収
書
又
は
証
明
書

④
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、

医
療
費
の
領
収
書
か
証
明
書

⑤
印
鑑
・
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書

百
同

封
プ

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務
課
市
民

税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1

(
内
線
1
2
8
・
1
2
9
・
1
3
0
)

所

得

税

ほ

か

所
得
税
や
贈
与
税
の
申
告
期
限
も

三
月
十
六
日
で
締
め
切
ら
れ
ま
す
。

期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ
け
お

早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
は
、

三
月
三
十

一
日
ま
で
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
書
な
ど
の
提
出
は
、
郵
送
で

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

税
務
署
で
は
、
申
告
書
提
出
用
の

「
時
間
外
収
受
ポ
ス
ト
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
休
日
の
申
告
書
な
ど
の

提
出
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
用
紙
や
わ
か
り
や

す
い
申
告
書
の
書
き
方
等
は
税
務
署

・

市
役
所
税
務
課
の
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
大
洲
税
務
署
宮
@
3

1
1
5
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

5 



3月号広報ああず '98

ーズシe月，~異動シ• 3月

F 手続きは早めに

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。

転
入
転
出
の
際
に
、
必
要
な
手
続
き
を
怠
る
と
、
国
民
年

金
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
大
切
な
権
利
を
失

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
、
早
め
に
済
ま
せ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

市
役
所
へ
の
届
け
出

【
住
民
登
録
}

住
民
基
本
台
帳
へ
の
記
載
な
ど
は
、

転
入
届
を
受
理
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
前
住
所
地
で
転
出
証
明
を

受
け
取
り
、
十
四
日
以
内
に
新
住
所

地
の
市
町
村
役
場
で
転
入
届
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
出
・
転
入
届
を
す
る
場

合
は
、
国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
印
鑑
登
録
}

印
鑑
登
録
証
を
返
却
し
、
新
住
所

地
で
新
た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

{
国
民
健
康
保
険
証
}

一
度
返
却
し
、
新
住
所
地
で
新
た

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
母
子
家
庭
、

零
歳
児
、
重
度
心
身
障
害
者
及
び
老

人
保
健
法
に
よ
る
受
給
者
証
も
一
度

返
却
し
、
新
住
所
地
で
新
た
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

{
国
民
年
金
}

新
住
所
地
で
住
所
変
更
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

{
水
道
}

転
出
・
転
入
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
、

事
前
に
水
道
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

{
転
学
証
明
}

小
・
中
学
生
が
い
る
場
合
に
は
、

転
出
・
転
入
に
関
す
る
住
民
登
録
が

済
み
し
だ
い
、
教
育
委
員
会
(
学
校

教
育
課
)
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
転

出
の
場
合
は
、
在
学
中
の
学
校
で
転

学
証
明
書
な
ど
の
書
類
を
受
け
取
り
、

転
出
先
の
小
・
中
学
校
へ
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
福
祉
関
係
}

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

必
ず
印
鑑
持
参
の
う
え
、
福
祉
事
務

所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
手
続
き

が
遅
れ
る
と
、
受
け
ら
れ
る
月
分
の

手
当
て
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
転
出
の
際
に
は
所
得
証
明

書
の
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
は
、
新
住
所
地
の
福
祉
事
務
所
で
、

住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

B
V
 郵

送
に
よ
る
戸
籍
謄
抄
本
・

住
民
票
の
写
し
の
請
求

戸
籍
謄
抄
本
・
住
民
票
の
写
し
を

手
紙
で
請
求
す
る
と
き
は
、
次
の
必

要
事
項
を
明
記
の
う
え
、
返
信
用
封

筒
に
切
手
を
は
り
、
規
定
の
料
金
を

郵
便
小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
で
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
、
領

収
書
に
残
金
を
添
え
て
返
送
し
ま
す
。

{
必
要
事
項
}

V
戸
籍
H
本
籍
地
、
筆
頭
者
氏
名
、

謄
抄
本
の
別
(
抄
本
の
場
合
は
必

要
な
人
の
名
前
)
、
請
求
理
由
、

請
求
者
と
の
関
係
、
請
求
者
の
住

所
氏
名

V
住
民
票
H
住
所
、
氏
名
、
請
求
理

由
※
詳
し
く
は
、
市
役
所
各
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
洲
市
役
所
宮
@
2
1
1
1

そ
の
他
の
届
け
出

{
運
転
免
許
証
】

住
所
変
更
の
手
続
き
は
、
新
住
所

地
の
警
察
署
で
、
自
動
車
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
陸
運
事
務
所
で
登
録

変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
転

居
先
が
県
内
と
県
外
で
は
手
続
き
が

異
な
り
ま
す
。

{
郵
便
物
}

転
居
屈
を
出
し
て
お
く
と
、
一
年

間
は
郵
便
物
を
転
送
し
て
く
れ
ま
す
。

{
そ
の
他
】

銀
行
へ
の
住
所
変
更
の
届
け
出
や

電
気
、
ガ
ス
、
電
話
な
ど
の
変
更
や

廃
止
手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

6 

固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧

は
三
月
一
日

5
二
十
日

固
定
資
産
税
の
課
税
の
も
と
に
な

る
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
、

次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

平
成
九
年
中
に
、
家
屋
の
新
・
増

築
や
取
り
壊
し
を
し
た
人
、
ま
た
は
、

土
地
・
家
屋
の
相
続
、
贈
与
、
売
買

な
ど
で
所
有
権
の
変
わ
っ
た
人
は
、

資
産
が
間
違
い
な
く
登
録
さ
れ
て
い

る
か
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で

す
が
、
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

{
期
間
}
平
成
十
年
三
月
一
日
か
ら

平
成
十
年
三
月
二
十
日
ま
で
(
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
縦
覧
で
き

ま
せ
ん
)

{
時
間
}
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

{
場
所
}

V
肱
南
・
久
米
・
肱
北
・
喜
多
及
び

平
地
区
在
住
者
は
、
市
役
所
税
務

課
V
連
絡
所
管
内
在
住
者
は
各
連
絡
所

V
前
記
の
う
ち
、
納
税
組
合
未
加
入

者
は
市
役
所
税
務
課

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務

課
固
定
資
産
税
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮
(
旬

2
1
1
1
(
内
線
1
2
7
)



め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
保
険
料
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、

市
役
所
市
民
課
国
民

年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1

(
内
線
I
l
l
・
1
1
2
)

軽自動車税は、今年 4月 1日現在での所有

者に課税されます。新たに所有者になった人

や所有者でなくなった人なと、は、早めに手続

きをしてください。

軽自動車などの

廃車手続きを忘れすに

農
林
漁
業
者
や
自
営
業
者

・
学
生

な
ど
第

一
号
被
保
険
者
及
び
任
意
加

入
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
が
将
来
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、

加
入
し
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
毎
月
の
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
納
め
な
い

ま
ま
で
放
っ
て
お
く
と
、
老
後
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
万

一
の
場
合
に
も

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。「

保
険
料
を
か
け
て
も
:
・
」
と
か

「
今
の
う
ち
か
ら
老
後
の
蓄
え
な
ん

か
・
:
」
と
言
わ
ず
、
家
族
の
将
来
を

考
え
て
納
め
忘
れ
の
あ
る
保
険
料
は

今
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う
。

・
四
月
か
ら

一
万
三
千
三
百
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成

十
年
四
月
か
ら

一
万
三
千
三
百
円

に
な
り
ま
す
。

-
保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
は
前
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
保
険
料
が
割
り
引
き
さ

れ
有
利
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

何
か
と
忙
し
い
人
に
は
、
手
聞
が

省
け
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

新
た
に
前
納
を
希
望
さ
れ
る
人

は、

三
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

-
保
険
料
の
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納

く
だ
さ
い
。
(
軽
自
動
車
税
に
は
、

月
割
課
税
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

廃
車
の
手
続
き
が
一
日
で
も
過
ぎ
る

と、

一
年
分
の
税
金
が
課
税
さ
れ
ま

す
){原

付
な
ど
の
所
有
者
が
死
亡
し
た

場
合
}

名
義
変
更
か
、
廃
車
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

{ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失
又
は

廃
棄
し
た
場
合
}

事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
人
が

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
ま
で

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

{転
入

・
転
出
の
場
合
}

転
入
し
た
人
で
、

他
市
町
村
の
ナ

ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
が
あ
る
場
合
は
そ

れ
を
持
参
し
、
大
洲
市
の
ナ
ン
バ

ー

プ
レ
ー
ト
を
受
け
取
る
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
(
こ
の
場
合
、
印
鑑
・

車
名
・
車
体
香
口
す
な
ど
が
必
要
で
す
)

転
出
す
る
際
に
は
、
ナ
ン
バ

ー
プ

レ
ー
ト
を
市
へ
返
却
し
、
新
住
所
地

で
新
た
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

【盗
難
に
あ
っ

た
場
合
}

ま
ず
、
警
察
へ
盗
難
届
を
提
出
し
、

そ
の
証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

税
務
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務

課
軽
自
動
車
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
2
5
)

毎月納めた 前納した
割引額

場合 場合

(13.300円×

定額保険料 12月)155司750円 3.850円

159.600円

定額保険料 (13司700円×

+ 12月)160.430円 3司970円
付加保険料 164.400円

平成10年4月か51年分の保険料額

原
動
機
付
自
転
車
(
総
排
気
量
が

百
二
十
五
∞
以
下
)
と
小
型
特
殊
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
税
務
課

へ
、
そ
れ
以
外
の
車
種
に
つ
い
て
は
、

軽
自
動
車
協
会
又
は
陸
運
支
局
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

{原
付
な
ど
を
他
人
に
譲
る
場
合
}

新
・
旧
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
の
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
名
義
変
更
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が

な
い
と
、

旧
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

【原
付
な
ど
の
車
体
を
変
更
す
る
場

合
}

新
し
い
車
体
番
号
を
確
認
の
う
え

車
体
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
が
な
い
と
、
自
賠
責
保

険
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。

{原
付
な
ど
を
廃
車
に
す
る
場
合
}

ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
廃
車
の
手
続
き
を
し
て

み
ノ
令
、
み
〆
マ
み
/
唱
、
み
ノ
令
斗

4
、
ゐ
〆
セ
A
y
u
e
ゐ
/
セ

と
考
え
て
い
ま
す
。

{
連
絡
先
}

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所

肱
川
出

張

所

宮

@
4
6
4
9

{
見
学
時
間
}

九
時
か
ら
十
六
時
(
土

・
日
曜
日

を
除
く
)

こ
の
間
は
、
自
由
に
見
学
で
き

ま
す
。
も
し
、
説
明
が
必
要
な
と

き
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
こ
の
見
学
施
設
は
、
春
賀

地
区
の
工
事
終
了
後
、
建
設
予
定
の

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
移
築
す
る
予

定
で
す
。

肱
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事

業
(
春
賀
地
区
)
は
、
平
成
九
年
度

に
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
重
点
現
場
の
指

定
を
受
け
、
こ
の
た
び
主
要
地
方
道

大
洲
長
浜
線
沿
の
春
賀
地
区
に
、
ロ

グ
ハ
ウ
ス
風
の
見
学
所
を
整
備
し
ま

し
た
。

見
学
所
に
は
、
工
事
現
場
の
図
画

(三
善
小
・
粟
津
小
の
入
賞
作
品
)

や
災
害
写
真
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

激
特
事
業
の
現
場
を
よ
り
多
く
の

方
々
に
見
て
い
た
だ
き
、
事
業
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

3月号広報おおず '98
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豊
富
な
史
料
を
も
と
に

復
元
さ
れ
た
天
守
閣

し
ら
か
わ

福
島
県
白
河
市
の
レ
ポ
ー
ト

福
島
県
白
河
市
は
、
古
代
か
ら
東

北
地
方
へ
の
関
門
と
し
て
知
ら
れ
る

「白
河
の
関
」
で
有
名
な
と
こ
ろ
で

す
。
J
R
東
北
本
線
白
河
駅
の
ホ
ー

ム
に
立
っ
と
、
そ
の
北
隣
に
真
新
し

い
三
階
櫓
の
姿
吃
視
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
が
小
峰
城
天
守
閣
で
す
。

小
峰
峨
峨
、
寛
永
四
年
(
一
六
二

七
)
に
丹
羽
長
重
が
十
万
石
の
城
主

と
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
城
郭
を
四
年

の
歳
月
を
か
け
て
大
改
築
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
後
、
七
家
二
十

一
人
の

大
名
の
居
城
と
な
り
ま
し
た
。
幕
末

の
慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
に
は
幕

領
と
な
り
、
翌
年
五
月
の
戊
辰
戦
争

で
激
し
い
戦
い
の
末
に
落
城
し
ま
し

た
。

F

・心
福島市

大
洲
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
+
六
年

(
二
O
O
四
)
を
目
指
し
て
、
大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所

・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係
念

@
2
1
1
1
(
内
線

2
2
2
)

固
有
d19 第

小
峰
城
天
守
閣
の
復
元
作
業
に
あ

た
っ
て
は
、
史
料
の
調
査

・
収
集
を

は
じ
め
、
「
正
保
城
絵
図
』
、

「
川
越

候
所
伝
之
図
」
な
ど
の
古
図
や
災
害

時
の
記
録
な
ど
の
文
献
、
古
文
書
類

の
検
討
及
び
考
証
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
よ
り
正
確
な
復
元
図

を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
天
守
閣
跡

の
発
掘
調
査
が
必
要
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
天
守
閣
の
礎
石
が
完
全

な
姿
で
確
認
さ
れ
、

「川
越
候
所
伝

之
図
』
な
ど
の
図
面
と
ほ
ぼ

一
致
す

る
こ
と
が
判
明
し
、
古
図
の
正
確
さ

が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
基
礎
研
究
を
基
に
復
元

さ
れ
た
小
峰
城
は
、
城
郭
研
究

家
か
ら
も
す
ぐ
れ
た
復
元
事
例

で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
城
天
守
閣
も
、
江
戸
持
択
の

古
地
図
や
天
守
閣
木
組
み
の
雛
形
、

明
治
時
代
の
写
真
な
ど
が
今
に
伝
え

ら
れ
、
そ
れ
ら
は
復
元
の
た
め
の
貴

重
な
資
料
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ

ら
の
諸
資
料
を
調
査

・
研
究
す
る
と

と
も
に
天
守
閣
跡
地
の
発
掘
調
査
を

行
い
、
遺
構
の
確
認
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
基
礎
研
究

を
も
と
に
、
史
実
に
忠
実
な
大
洲
城

天
守
閣
の
復
元
を
め
ざ
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
を

お
持
ち
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

h
F
平
成
二
年
に
完
成
し
た
福
島
県

白
河
市
小
峰
城
天
守
閣

h
F
小
峰
城
の
亨
保
年
聞
の
改
修
を
記
録
し
た

「
川
越
候
所
伝
之
図
」

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

じ

向

け

ん

き

ょ

う

い

く

と

く

れ

ん

ね

ん

人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年

と
同
和
教
育

(ま
と
め
)

だ
い
そ
う
か
い

国
連
の
第
三
回
総
会
(
一
九
咽
以

年
十
仁
明
十
日
)
に
お
い
忙
み日
世
界

人
権
宣圭
一己

h
Fべ
て
の
人
民
よ
汁

れ
昨
日
初
国
が
活
減
す
べ
き
人
権
L
灼
実

通
遮
準
)
が
採
択
さ
れ
て
五
十
周
年

を
担
い
FJ叫んル
た
。
こ
ん
せ
い
き

私
達
人
類
ほ
しん
今
祖
宿
、

二
度
に

わ
た
喝
法
界
大
戦
を
体
験
し
ま
し
た
。

そ
の
悲
惨
な
体
験
を
と
お
し
て
私
た

ち
加
ム
平
痢
の
な
い
と
こ
ろ
に
人
権

は
存
在
し
得
な
い
」

「人
権
の
な
い

と
こ
ろ
に
平
和
ね
存
在
し
得
な
い
」

と
い
ど
つ
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し

ぜ

人

そ

う

し

人

カ

し

さ
U

えし

て
議
皐
こ
そ
人
権
を
侵
害
す
る
最
大

の
差
別
と
い
う
に
詑
を
知
り
ま
し
た
。

《

ち世
規
投
見
捜
ユ
た
と
き
、
世

界
各
地
で
紛
争
が
タ
溌
し
十
仔
の
決

め
に
、
た
く
さ
ん
の
尊
い
生
命
が
奪

わ
れ
て
か
な
す
口ん
に
、
げ
礼
託
清
か
で

今
こ
そ
民
族
や
以
曜
、
涼
激
の
ち
が

い
咋
ど
右
よ
る

F
1や
偏
見
、
差
別

を
乗
り
越
坑
吹
、
争
い
の
な
い
平
加

な
世
界
託
訣
現
さ
せ
よ
う
よ
肘
引ノ願

い
と
、
様
々
な
人
権
問
題
を
解
決
し
、

二
十

一
世
紀
を

「人
権
の
世
紀
」
に

し
よ
う
と
い
、
つ
声
が
世
界
中
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

こ
く
さ
し
て
き
そ
ん
ち
ょ
う

こ
の
よ
づ
な
国
際
的
な
人
権
尊
重

き

そ

A

丈
カ

の
機
運
の
高
ま
り
の
な
か
、

一
九
九

四
年
の
国
連
総
会
で
、

一
九
九
五
年

か
ら
二
O
O
四
年
ま
で
を

「人
権
激

靖
の
た
め
の
国
連
十
年
」
と
す
る
決

議
が
採
択
さ
れ
、
活
動
計
画
が
示
さ

8 
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人
権
と
同
和
教
育

れ
ま
し
た
。

かく
宇
佐
吃
授
け
長
ち
掛
が
国
で
も
内

閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
お
L
h
人

権
教
情
つの
た
め
の
国
連
十
年
推
進
本

部
が
設
置
住
れ
、
「
週
刊
門
活
動
計
画
」

づ
く
り
が
始
ま
り
、
排
出
汁

(こ「
坑
九
九

七
年
)
七
月
に
そ
の
内
容
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の

「人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

十
年
」
に
つ
い
て
は
、
本
シ
リ
ー
ズ

二
二
四
号
か
ら
二
三
二
号
に
か
け
て

国
的
指
動
樹
画
の
重
要
課
題
に
つ
い

て

輝

芳

討

を

達

し

た

。
ぷ
じ

ぎよ
弛
対
酎
帰
結

hp失
効
し
、

一
部
湾

濃
加
五
年
間
延
長
さ
れ
、
他
は

一
般

対
策
事
業
に
繰
り
入
抗
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、

同
和
教
育
も
供
わ
り
、
人
権

教
育
に
変
わ
っ
た
と
考
え
る
人
も
出

て
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
圏
内
活
動
計
画
で

b
ら同

和
問
題
を
人
権
澗
嘉
戸
呈
接
石
准
と

と
ら
え
、
差
別
意
識
の
解
消
に
努
め

る
と
宮
、ゐ
に
、
こ
れ
ま
で
の
同
和
教

d
l
v
治

育
の
成
果
を
擁
ゆ
め
な
が
ら
、
そ
れ

を
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
に

り
な
が
る
教
育
に
高
め
て
い
こ
う
と

述
べ
て
い
ま
す
竹
つ
弘
操
教
育
と
し
て

の
同
和
教
育
の
積
極
的
な
還
が
と

お
し
て
、
よ
り
広
く
国
民
の
共
感
を

得
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
私
た
ち
は
、

人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
汁
年
が
め

2
6J
そ
し

ざ
汐
「
広
く
国
民
の
聞
に
古
川
宝
の
心
」

を
養
い
、
人
権
尊
重
初
精
神
が
生
活

に
根
ざ
す
文
化
」
を
確
立
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
た
い
も
の
で
す
。



9 

1月15日(柄 v 砂

新成人の門出さ祝う恒

例の寒中水泳大会n行わ

れまレだ。古式泳法の演

技さ交えJ怠tj<ltう、 5歳f}'

Lう68歳までの約80人n初

泳ぎをしまじだ。

英語指導助手とレで活

躍じてい3マイケルさん

ち挑戦。見学者h"う盛ん

に拍手n送Lうれでいまし

だ。

• 
‘T 1月24日(:t)

この冬一番の冷え，込みを記録レだこの目、大洲でち10mの
積雪き記録レ、一面銀世界と怒りましだ。

1月6日伏)砂

新春恒例の書き初め会n喜多小

学校で開f}'れまレだ。市内の小学

3年生f}"う中学生まで約 440人n
参加、学年別l己分f}'れで「正月 Jr北

斗七星」怠どの課題12挑戦レまレ

だ。‘1月10日比)
商売繁盛さ願う「十日九びす祭」

n大洲神社であり、福を求め3大

勢の参拝客で!己ぎわいました。

1月28日体)険

大洲12春き呼si祇園ま

つりが始まりまじだ。毎

年旧正月の 4日間関h'れ

3己の祭1eJ:r八多喜のお

祇園様」とレで親し示れ

で(}iL/、さっそく 12訪れ

定参拝客1eJ:、家内安全や
商売繁盛さ祈願レだ後、

名物のお己レをたくさん

買い求めでいまレだ。

‘1月11日(臼)
今年で19回目き迎えふ

七草nゆ歩己う会n行わ i 

れまレだ。あいl己〈の雨 、
でじたn約 250人n参加、

4キロのコースき元気12
歩き示レだ。ゴー/しの中

央公民館で'1eJ:、あつあつ

の七草nゆやおにぎりが

参加者!こ振3ぎわれまじ

た。
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準監
消
防
水
利
付
近
で
の

駐
車
は
や
め
よ
う

皆
さ
ん
、
道
路
や
歩
道
上
で
黄
色
に

塗
ら
れ
た
鉄
の
ふ
た
や
、
道
路
脇
に
消

防
水
利
と
書
か
れ
た
標
識
を
見
か
け
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
ら
の
近

く
に
は
、
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
消

防
隊
が
消
火
活
動
の
た
め
に
使
用
す
る

消
火
栓
や
防
火
水
槽
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
直
近
に

車
を
止
め
て
い
る
と
、
火
災
が
発
生
し

た
と
き
に
、
ポ
ン
プ
車
等
が
吸
水
す
る

こ
と
が
で
き
ず
消
火
活
動
が
遅
れ
大
火

事
と
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
、
消
火
栓
な

ど
の
直
近
に
自
動
車
を
駐
車
す
る
こ
と

は
絶
対
に
避
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
の
場
所
で
の
駐
車
は
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。

V
消
火
栓
、
防
火
水
槽
の
側
端
、
吸
水

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

一
月
+
二
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金
一
封

(寄
付
金
)

中

村

中

野

正

光

金

一
封
(
市
民
の
つ
ど
い
パ
ザ

l
収

益
金
)
手
話
サ
ー
ク
ル
「
ド
リ
ー
ム
」

.
聴
覚
障
害
者
協
会
大
洲
支
部

金

一
封
(
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
販
売
寄
付

金
)
若
宮
愛
媛
南
部
ヤ
ク
ル
ト
販

売
(
株
)
・
大
洲
地
区
ヤ
ク
ル
ト
販
売

庖

一
同

金

一
封
(
市
民
の
つ
ど
い
パ
ザ

l
収

益
金
)
大
洲
市
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

連
絡
研
究
会

口
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

V
消
防
詰
所
、
消
防
用
機
械
器
具
置
場

の
側
端
、
出
入
口
か
ら
五
メ
ー
ト
ル

以
内
の
部
分

V
駐
車
車
両
の
右
側
の
道
路
に
三

・
五

メ
ー
ト
ル
以
上
の
余
地
の
な
い
狭
い

道
路

金

一
封
(
市
民
の
つ
ど
い
バ
ザ

l
収

益
金
)
大
洲
市
女
性
の
健
康

c

つ
く
り

食
生
活
改
善
推
進
員

金

一
封
(
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト

m
お
お
ず
収
益
金
)
わ
た
ぼ
う
し
コ

ン
サ
ー
ト

m
お
お
ず
実
行
委
員
会

金

一
封
(
寄
付
金
)

中

村

沖

久

徳

(
指
定
配
分
)

金

一
封

(
三
善
地
区
社
協
へ
)

春

賀

津

山

陽

一

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅

田

町

中

嶋

純

朗

金

一
封

(新
谷
地
区
社
協
へ

)

喜

多

山

西

岡

善

徳

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
ク
ラ
ブ
へ
)

大
洲
市
誌
の
ご
案
内

大
洲
市
誌
は
、
本
市
の
歴
史
・
経

済
・
文
化
・
行
政
な
ど
様
々
な
分
野

を
網
羅
し
て
お
り
、
郷
土
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
書
籍

で
す
。
ま
だ
、
在
庫
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ

二
ゑ
に

一
冊
備
え
ら
れ
ま

す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
販
売
場
所
】

図
書
館
、
博
物
館
、
各
公
民
館

(
肱
南
・
肱
北
を
除
く
)

{
販
売
価
格
】

六
千
円
(
上
・
下
巻
一
セ
ッ
ト
)

上
須
戒
東
田
米
次
郎

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
・
市
社
協

へ
)

菅

田

町

城

戸

司

(物
品
の
口
座
)

タ
オ
ル
五
十
本
(
入
浴
サ
ー
ビ
ス
及

び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
)

田

口

大

野

栄

一
郎

田

口

大

野

珠

子

紙
オ
ム
ツ
百
七
十
三
枚

(寝
た
き
り

老
人
へ

)

平

野

町

品

田

園

子

「
平
成
九
年
四
月

一
日
か
ら

平
成
十
年

一
月
十
二
日
分
ま
で
」

累

計

額

七

百

三
万
三
、
O
六
九
円

内
指
定
配
分
四
八
六
万

一一

九
円

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

三
月
新
刊
案
内

絵
本
・
子
ど
も
の
本
総
解
説

赤
木
か
ん
子
著

世
界
な
ん
で
も
T
O
P
叩

三
省
堂

心
理
学
あ
あ
だ
、
こ
う
だ
丹
治
光
浩
著

世
界
「
宗
教
」
総
覧
新
人
物
往
来
社

聖

書

の

世

界

船

本

弘

毅

著

世
界
の
歴
史
日
・
お
中
央
公
論
社

考
古
学
で
何
が
わ
か
る
か
中
村
浩
著

「
日
の
丸
」

「君
が
代
」

「
元
号
」
考

佐
藤
文
明
著

フ

ラ

ン

ス

革

命

遅

塚

忠

甥

著

人
物
レ
フ
ア
レ
ン
ス
事
典
l
f
2

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ

世

界

人

名

辞

典

岩

波

書

店

シ
l
ボ
ル
ト
の
日
本
研
究
石
山
禎

一一
編

ヴ
ォ
ス
上
・
下

p
・
ホ
ワ
イ
ト
著

改

正

外

為

法

高

橋

克

秀

著

2
0
2
0
年
か
ら
の
警
鐘

日
本
経
済
新
聞
社
編

政
治
漫
画
の
政
治
文
析
茨
木
正
治
著

戦

争

と

教

育

山

住

正

己

著

不
思
議
の
学
校
の
ア
リ
ス
夏
木
智
著

家
庭
力
を
育
て
よ
う
斎
藤
茂
太
著

殺

人

者

の

カ

ル

テ

福

島

章

著

字
宙
と
踊
る

A
・
ラ
イ
ト
マ
ン
著

多

時

空

論

西

宮

紘

著

岩

波

生

物

学

辞

典

岩

波

書

庖

驚
異
の
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
革
命田

中
誠

一
著

日

本

薬

草

全

書

田

中

俊

弘

編

千
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ル
を
建
て
る

尾
島
俊
雄
著

危
険
物
用
語
辞
典
中
井
多
喜
雄
著

江
戸
前
寿
司
へ
の
招
待
佐
川
芳
枝
著

園

芸

事

典

朝

倉

書

庖

犬
の
大
百
科
愛
犬
の
友
編
集
部
編

水

墨

画

と

語

ら

う

島

尾

新

著

10 

イ
ラ
ス
ト

・
カ
ッ
ト
大
事
典

成
美
堂
出
版
編

ア
1
ト
の
歴
史

J
・
フ

7
1
マ
ン
著

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
大
事
典
平
凡
社

世

界

は

右

に

回

る

先

崎

学

著

日

本

相

撲

大

鑑

窪

寺

紘

一
著

楽

し

い

翻

訳

尾

島

恵

子

著

青

葉

は

青

い

か

北

原

保

雄

著

児
童
文
学
事
典
日
本
児
童
文
学
学
会
編

芭

蕉

歳

時

記

復

本

一
郎
著

若
い
読
者
の
た
め
の
短
編
小
説
案
内

村
上
春
樹
著

天

狗

風

{

呂

部

み

ゆ

き

著

架

空

取

引

高

任

和

夫

著

天

空

の

蜂

東

野

圭

吾

著

タ

イ

ル

柳

美

里

著

青
雲
一
は
る
か
に
上

・
下
宮
城
谷
昌
光
著

徳
川
慶
喜
と

勝

海

舟

立

石

優

著

惣

角

流

浪

今

野

敏

著

月

の

し

ず

く

浅

田

次

郎

著

暴
力
教
師
司
城
志
朗
ノ
ベ
ラ
イ
ズ

心
に
し
み
る
い
い
話
2
集

講

談

社

突

入

平

山

和

充

著

パ
ニ

ッ
ク
発
作
、
自
分
が
壊
れ
て
い
く

高
橋
い
ず
み
著

陪
審
評
決

J
・
グ
リ
シ
ヤ
ム
著

森
へ

J
・
ヘ
グ
ラ
ン
ド
著

素
顔
の
ヘ
ル
マ
ン
・
へ
ツ
セ

U
・ロ

l
ト
フ
ス
著

図

書

館

三
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

郷
土
の
歴
史
講
座

「
大
洲
藩
船
い
ろ
は
丸
」

講
師
村
上
恒
夫
先
生

日
時

3
月
四
日
同

、、4
J

ハU
ー

l

司

i

ハU
J

r
，、
‘
内
ぺ
υ
l
l

噌

E
ム

qtυ

、

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い



3月号広報おおず '98

大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス

春
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス
が
、
春
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は

合
唱
団
結
成
三
十
周
年
の
節
目
の
年
を

迎
え
ま
し
た
。
楽
し
い
学
び
合
い
と
感

動
の
共
有
を
と
お
し
、
心
豊
か
な
人
格

形
成
と
ま
ち

e

つ
く
り

・
地
域
づ
く
り
の

中
で
、
温
も
り
の
あ
る
文
化
活
動
の
継

続
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
喜
多
郡
か
ら
グ
ル
ー
プ
を
招

き
、
合
唱
や
独
唱
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

【
日
時
}
三
月
七
日
出

開
演
十
三
時
三
十
分

【場
所
}
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【内
容
】
・
合
唱
と
独
唱

大
洲
市
・
喜
多
郡
合
唱
団

と
有
志

-
ピ
ア
ノ
独
奏
と
連
弾

大
洲
市
内
有
志

職
場
は
す
べ
て

《
週
刊
時
間
労
働
制
》

平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
す
べ
て

の
事
業
場
に
週

ω時
間
労
働
制
が
適
用

さ
れ
、
現
在
ま
で
に
八
割
近
く
の
事
業

場
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
商
業
、

映
画
・
演
劇
場
、
保
健
衛
生
業
、
接
客

娯
楽
業
で
従
業
員
数
が
九
人
以
下
の
事

業
場
は
除
く
)

週
刊
制
時
間
労
働
制
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
従
業
員
の
ゆ
と
り
と
ヤ
ル
気
を
生

み
出
し
、
仕
事
の
効
率
ア
ッ
プ
な
ど
メ

リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
仕
事

の
仕
組
み
ゃ
実
態
に
あ
っ
た
労
働
時
間

制
度
な
ど
を
工
夫
し、

労
働
時
間
短
縮

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
従
業
員
数
十
人
以
上
(
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
含
む
)
の
事
業
場

に
つ
い
て
は
、
週
的
時
間
労
働
制
の
実

施
に
際
し
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署

ま
で
就
業
規
則
の
変
更
届
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
八
幡
浜
労
働
基
準
監
督

署

(
8
0
8
9
4
@
1
7
5
0
)
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

一一一
月
二
十
九
日
同

十
時
か
ら
十
六
時
ま
で

【場
所
】
大
洲
市
民
会
館

{内
容
】

V
茶
会
(
二
階
会
議
室
)

V
パ
ザ
l
(
各
階
)

V
大
洲
市
商
庖
会
連
合
会
有
志
の
出

庖
V
掘
り
出
し
市

V
手
作
り
作
品
の
展
示
即
売

『
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
mm」

参
加
者
を
募
集

こ
の
日
を
含
む

一
週
間
(
十
日

i
十

六
日
)
を
看
護
週
間
と
し
て
、
全
国
で

多
彩
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
愛
媛
看
護
協
会
で
は
、
そ
の
一
環
と

し
て
、

一
日
看
護
体
験
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
将
来
看
護
婦
に
な
り

た
い
学
生
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族

の
介
護
に
役
立
て
た
い
人
、
病
院
の
こ

と
を
知
り
た
い
人
や
日
ご
ろ
看
護
と
は

無
縁
の
生
活
を
送
っ
て
い
る

O
L
、
主

婦
、
男
性
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

{実
施
日
時
/
施
設
/
募
集
人
数
】

五
月
十
四
日
同
九
時
三
十
分
1
十
五

時
/
市
立
八
幡
浜
総
合
病
院
/
十
名

(
応
募
者
多
数
の
と
き
は
抽
選
)

【
申
込
方
法
】
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
職
業
(
学

生
は
学
校
・
学
年
)
、
電
話
番
号
、

洋
服
サ
イ
ズ
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【募
集
期
限
】
四
月
十
日
幽

【
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
}

一T
7
9
0
1
0
8
4
3

松
山
市
道
後
町
二
丁
目

一
一
一

四

附
愛
媛
看
護
協
会
内
愛
媛
県
ナ
l
ス

セ
ン
タ
ー

8
0
8
9
・9
2
4
0
8
4
8

国
際
ソ
口
プ
チ
ミ
ス
卜
大
洲
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
l
茶
会
と
バ
ザ
ー

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
は
、
昨

年
に
続
き
、
結
成
記
念
行
事
と
し
て
、

第
二
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
茶
会
と
バ
ザ
ー

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、

お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

愛
媛
い
の
ち
の
電
話

講
演
会
の
お
知
ら
せ

第
三
回
愛
媛
い
の
ち
の
電
話
講
演
会

が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

一一一
月
八
日
間

十
三
時
三
十
分
j

【
場
所
】

大
洲
市
立
中
央
公
民
館

【
講
師
}
高
木
総
平
先
生
(
松
山
東
雲

学
園
教
諭
・
臨
床
心
理
士
)

【
演
題
】
「
子
供
の
健
や
か
な
育
成
」

【
入
場
料
}
無
料

※
詳
し
く
は
、
愛
媛
県
い
の
ち
の
電
話

協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

0

8
0
8
9
・
9
5
8
・
2
0
0
0

3月1日(日)惰)星 加水 道 設 備

n26-0020 

上甲建設側

まま 24-5914

徳 森設備

n25-4023 

滝田商庖

n25-0901 

3月8日 ( 日 ) 傭)丸電工業

n24-5351 

西田水道庖

n26-0265 

(有) 三原設備

n24-3783 

淳山水道工事庖

合 24-2583

3月15日(日) (有)いの水道設備

n24-2216 

伊予屋住設

合 24-2541

傭)内田電気水道設備

まま 25-2858

岡福水道工事庖

n24-3656 

(有)オクダ設備

まま 24-3674

大塚鉄工所

n25-0300 

(有)神田鉄工所

n24-4122 

神南設 備

n25-4684 

城戸電業社

合 25-2944

久保鉄工所

n26-0537 

3月7日目

3月14日出

3月21日出

3月22日(日)

3月28日出

3月29日(日)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
創
作
ガ
ラ
ス
「
遊
」
作
品
展

3
月
3
日
附
1
3
月
8
日
回

V
宮
崎
朝
子
「
染
と
織
」
作
品
展

3
月
日
日
ω
1
3
月
日
日
同

V
永
井
恭
平
木
彫
画
展

3
月
げ
日
例
j
3
月
辺
日
同

V
山
田
清
昭
版
画
ポ
ス
タ
ー
全
作
品
展

3
月
払
白
川
W
1
3
月
却
日
回

-
3
月
沼
日
出
日
時
叩
分
か
ら
版

画
教
室
(
定
員
団
名
)
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
お
ず
赤

煉
瓦
館
ま
で
。

※
展
示
時
間
十
時
j
十
七
時

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
含
@
1
2
8
1

第
羽
田
勤
労
者
職
域
文
化
祭

勤
労
者
の
豊
か
な
情
操
を
つ
ち
か
い
、

そ
の
明
る
く
健
全
な
社
会
生
活
の
向
上

を
目
的
に
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
期
間
/
時
間
】

二
二
月
十
日

ωj三
月
十
五
日
間

.
十
時
i
十
八
時

【会
場
/
内
容
】

愛
媛
県
立
美
術
館
/
美
術
展

(
洋
画
・
日
本
画
・
書
道

・
写
真
)

月末までの

大洲市内の交通事故

1月末現在 昨年同期

件 数 2 0 1 9 

負傷者 3 1 2 6 

死者 。

11 



二

」

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

3
月
9
日
間

叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

日
時

3
月
初
日
幽

叩
時
j
日
時

場

所

市

役

所
大
ホ

1
ル
C

【
人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日
時

3
月
日
日

幽

叩

時

1
日
時

場

所

大

川
公
民
館

日
時

3
月
刊
日

同

叩

時

1
日
時

場

所

市

役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第
一

・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談

第

二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

合
@
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

四

時

j
ロ
時
、
日
時
!
日
時

場

所

大

洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日

時

毎

日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲
市
福
祉
事
務
所

'98 

保健センターだより

合 24-3775
0乳幼児健康診査。

3月3日ω 平成 9年10月生※

3月10日ω 平成9年10・11月生。

3月17日ω 平成 8年 8月生

3月24日ω 平成 7年 2月生

※は肱南・ 久米・肱北 ・喜多・平

地区のみ

Oは連絡所のみ

受付時間 13 : 00~ 13 : 30 

実施場所大洲市保健セ ンタ ー

持 参品 母子手帳・ アンケート

パスタオル(※Oのみ)

。乳幼児育児相談。

3月10日伏) 平成 9年 4・5月生

連絡所のみ

受付時間 9 : 30~ 10 : 00 

実施場所大洲市保健センタ ー

持参品母子手帳 ・パスタオル

O健康相談・栄養相談。

3月23日(月)

10 ・ OO ~ 12 : 00 、 13:00~ 15 :00

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

※予約が必要です。

相
談
ご
と
案
内

I広報おおず

【
行
政
相
談
}

(
総
務
庁
)

日
時

3
月
幻
自
国

9
時
j

u
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

急
ぐ
時
に
は

8
@
5
6
6
0
(政
所
)

ま
た
は
含

@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
}

日
時

3
月
5
日
閥
、
お
日
開

日
時

l
m時

場

所

大

洲
商
工
会
議
所

担

当

松

山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
}

日

時

毎

日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲
隣
保
館
包
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
宮
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

3
月
四
日
制

9
時
1
M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

伺
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三

O
|
九
宮
@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

な
や
み
ゼ
ロ

8
@
7
8
3
0
 

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日
時

毎

日

8
時
加
分
j

口
時

合

(ω
hY4nμ

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当

12 

|休|日|急|患|診療|
3月1日 三瀬医院(八多喜)

(日) ft26-0003 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

城戸限医院(末広町)

ft24-3008 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

藤本外医院(中町)

ft24-2310 

大洲中央病院(東大洲)

まま 24 -4 5 5 1 
村上内医院(北只)

合 23 -3 5 0 0 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

大野内医院(片原町)

ft24-6800 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

村上外医院(片原町)

ft24-2262 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

[平日夜間の急患]

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

3月8日

(日)

【
市
民
法
律
相
談
】

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日
時

3
月
幻
日

回

目

時

1
日
時

場
所

市
民
会
館
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
課
行

政
係
含
@
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

保
健
所
歯
科
相
談

V
こ
ど
も
の
歯
科
担
談

日

時

3
月
お
日
(
水
)

日
時
j

H
時
却
分

対

象

乳

幼

児

持
参
品

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、

ル
、
エ
。
フ
ロ
ン

料

金

百

円
i
五
百
円

V
歯
の
怨
ん
で
も
相
談

3月15日

(日)

3月21日

目

3月22日
(日)

タ

オ

あ
な
た
の
歯
に
つ
い
て
の
心
配
な
こ

と
な
ん
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日

時

3
月
お
日
同

'

日
時
1
日
時
受
付

対

象

一

般

料

金

無

料

V
ほ
や
ほ
や
マ
マ
の
歯
科
相
談

間
も
な
く
マ
マ
に
な
る
あ
な
た
に
、

誕
生
し
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
も

歯
と
歯
ぐ
き
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

日

時

3
月
四
日
同
日
時
1
日
時

対

象

妊

娠

・

一
般
女
性

持
参
品
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
母
子

手
帳

料

金

無

料

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所
程
@
3
1
6
5

。子供の予防接種は

受けていますか ?O
予防接種法の改正に伴い、大洲

市では平成 7年度より 予防接種が

一部個別接種になっています。三

種混合 ・麻しん(ハシカ) ・風し

ん ・日本脳炎の 4種類です。

集団接種は、ツベルク リン ・B

CG、ポリオの 2種類です。 ツベ

ルタリン .BCG以外は90ヶ月ま

でに受けないと任意接種となり個

別接種の場合は接種料も自己負担

となり ます。 小学校入学前の子供

さんをお持ちの保護者の方は 「母

子健康手帳jを確認して下さい。

日

木~日曜日

3月29日

(日)

曜水

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

3
月
5
日
附

市
立
大
洲
病
院
叩
時
j

U
時

J
A
大

洲

日

時

j
H
時
加
分

デ
イ
ツ
ク
日
時
j

m
時
却
分

編
集
後
記

広
報
お
お
ず
は
、
先
月
号
か
ら
表
紙

が
カ
ラ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
記
念
す
べ

き
最
初
の
シ
リ
ー
ズ
は
知
っ
て
お
き
た

い
季
節
の
花
で
す
。
見
過
ご
し
が
ち
な

美
し
い
花
た
ち
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
お

届
け
し
ま
す
。
あ
な
た
の
気
に
な
っ
て

い
た
花
が
紹
介
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
(
う
)

。バーコード用紙の
配布について0

各種保健事業の電算化に伴い予

防接種 ・乳幼児健診にバーコード

を導入する ことになりました。平

成 7年度以降に出産した該当者の

方に配布する予定です。

今後は 4カ月児健康診査・ l歳

6カ月児健康診査時に配布します

ので該当の方は必ず受診をして下

さい。
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